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第
四
号
施
行
日
前
に
旧
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
に
対
し
、
届
出
そ
の
他
の
手
続
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
項
で
、
第
四
号
施
行
日
前
に
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
、
新
介
護
保
険
法

の
相
当
規
定
に
よ
り
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二
第
一
項
の
中

核
市
に
対
し
て
届
出
そ
の
他
の
手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
に
つ
い
て
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と

み
な
し
て
、
新
介
護
保
険
法
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
四
条

前
二
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措

置
を
含
む
。）は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
に
関
す
る
検
討
）

第
五
条

政
府
は
、
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
、
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
改

正
後
の
児
童
福
祉
法
の
規
定
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
児
童
福
祉
法
第
六
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
放
課
後
児
童

健
全
育
成
事
業
の
適
切
な
実
施
並
び
に
当
該
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
内
容
及
び
水
準
の
向
上
を
図
る
観
点
か

ら
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

第
十
三
条
を
第
十
四
条
と
し
、
第
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
償
還
金
の
支
払
猶
予
）

第
十
三
条

市
町
村
は
、
災
害
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
、
災
害
援
護
資
金
の
貸
付
け
を
受

け
た
者
が
支
払
期
日
に
償
還
金
を
支
払
う
こ
と
が
著
し
く
困
難
に
な
つ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
償
還
金
の
支
払

を
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
災
害
援
護
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
者
が
、
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
報

告
を
求
め
ら
れ
て
、
正
当
な
理
由
が
な
く
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
償
還
金
の
支
払
が
猶
予
さ
れ
た
と
き
は
、
災
害
援
護
資
金
の
利
子
の
計
算
に
つ
い
て
は
、
当

該
償
還
金
の
支
払
に
よ
つ
て
償
還
さ
れ
る
べ
き
で
あ
つ
た
災
害
援
護
資
金
は
、
猶
予
前
の
支
払
期
日
に
償
還
さ
れ
た

も
の
と
み
な
す
。

本
則
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
五
章

雑
則

（
市
町
村
に
お
け
る
合
議
制
の
機
関
）

第
十
八
条

市
町
村
は
、
災
害
弔
慰
金
及
び
災
害
障
害
見
舞
金
の
支
給
に
関
す
る
事
項
を
調
査
審
議
す
る
た
め
、
条
例

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
審
議
会
そ
の
他
の
合
議
制
の
機
関
を
置
く
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
制
度
の
周
知
徹
底
）

第
十
九
条

国
は
、
災
害
弔
慰
金
及
び
災
害
障
害
見
舞
金
の
支
給
並
び
に
災
害
援
護
資
金
の
貸
付
け
の
申
請
の
機
会
が

確
保
さ
れ
る
よ
う
、
災
害
弔
慰
金
及
び
災
害
障
害
見
舞
金
の
支
給
並
び
に
災
害
援
護
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
制
度

の
周
知
徹
底
を
図
る
も
の
と
す
る
。

附
則
第
二
項
を
削
り
、
附
則
第
一
項
を
附
則
第
一
条
と
し
、
附
則
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
附
則
に
規
定
す
る
都
道
府
県
の
基
金
に
対
す
る
資
金
の
拠
出
が
あ
つ
た
日
前
に
生
じ
た

災
害
に
係
る
償
還
免
除
の
特
例
）

第
二
条

市
町
村
は
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
（
平
成
十
年
法
律
第
六
十
六
号
）
附
則
に
規
定
す
る
都
道
府
県
の
基

金
に
対
す
る
資
金
の
拠
出
が
あ
つ
た
日
と
し
て
内
閣
総
理
大
臣
が
告
示
す
る
日
前
に
生
じ
た
災
害
に
係
る
災
害
援
護

資
金
に
つ
い
て
、
当
該
災
害
援
護
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
者
が
そ
の
収
入
及
び
資
産
の
状
況
に
よ
り
当
該
災
害
援

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
元
年
六
月
七
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

（
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条

地
方
自
治
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
の
項
を
削
り
、
同
表
健
康
増
進
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第

百
三
号
）
の
項
中
「
、
第
二
十
六
条
第
二
項
」
を
削
る
。

（
文
化
芸
術
基
本
法
の
一
部
改
正
）

第
七
条

文
化
芸
術
基
本
法
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
四
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
の
二
第
一
項
中
「
同
項
第
二
号
」
を
「
同
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。

（
健
康
増
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
八
条

健
康
増
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
七
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

三
条
の
う
ち
、
健
康
増
進
法
第
三
十
四
条
の
改
正
規
定
中「「
第
二
十
六
条
第
二
項
」
を「
第
四
十
三
条
第
二
項
」

に
、」を
削
り
、
同
法
第
二
十
九
条
第
二
項
の
改
正
規
定
中
「
の
」
を
」
を
「
」
を
」
に
改
め
、「
の
」
に
、「
第
二
十
七

条
第
一
項
」
を
「
第
六
十
一
条
第
一
項
」
及
び
「
、「
、
前
条
第
一
号
中
「
第
二
十
六
条
第
六
項
」
と
あ
る
の
は
「
次

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
六
条
第
六
項
」
と
」
を
削
り
」
を
削
る
。

附
則
第
九
条
の
う
ち
地
方
自
治
法
別
表
第
一
健
康
増
進
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
三
号
）
の
項
の
改
正
規
定
中

「
第
二
十
六
条
第
二
項
及
び
」
及
び
「
第
四
十
三
条
第
二
項
及
び
」
を
削
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

総
務
大
臣

石
田

真
敏

文
部
科
学
大
臣

柴
山

昌
彦

厚
生
労
働
大
臣

根
本

匠

経
済
産
業
大
臣

世
耕

弘
成

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一

法
律
第
二
十
七
号

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
八
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
四
章

災
害
援
護
資
金
の
貸
付
け
（
第
十
条

第
十
五
条
）」を
「
第
四
章

災
害
援
護
資
金
の
貸
付
け

第
五
章

雑
則
（
第
十
八
条
・
第
十

（
第
十
条

第
十
七
条
）

九
条
）

」に
改
め
る
。

第
十
一
条
中
「
第
十
三
条
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
十
四
条
第
一
項
、
第
十
六
条
、
第
十
八
条
及
び
附
則
第
二
条
第

一
項
」
を
加
え
る
。

第
十
五
条
を
第
十
七
条
と
し
、
第
十
四
条
を
第
十
五
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
報
告
等
）

第
十
六
条

市
町
村
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
、
償
還
金
の
支
払
を
猶
予
し
、
又
は
災
害
援
護
資
金
の
償
還
未
済

額
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
償
還
を
免
除
す
る
か
否
か
を
判
断
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
災
害

援
護
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
者
又
は
そ
の
保
証
人
の
収
入
又
は
資
産
の
状
況
に
つ
い
て
、
災
害
援
護
資
金
の
貸
付

け
を
受
け
た
者
若
し
く
は
そ
の
保
証
人
に
報
告
を
求
め
、
又
は
官
公
署
に
対
し
必
要
な
文
書
の
閲
覧
若
し
く
は
資
料

の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
又
は
精
神
」
を
「
精
神
」
に
改
め
、「
認
め
ら
れ
る
と
き
」
の
下
に
「
又
は
破
産
手
続
開
始
の

決
定
若
し
く
は
再
生
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
た
と
き
」
を
加
え
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
政
令
で
定
め
る
場
合
」を「
次

の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

災
害
援
護
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
者
が
、
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
報
告
を
求
め
ら
れ
て
、
正
当
な
理
由
が

な
く
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
と
き
。

二

災
害
援
護
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
者
の
保
証
人
が
、
当
該
災
害
援
護
資
金
の
償
還
未
済
額
を
償
還
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。
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